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よる屈筋反射と視床 VPLよりの反応に関する研究，脳
研加濃氏の破傷風毒素を用いての実験における，広覚と 
T系の関連から底痛時に見られる強直痘襲警発生機序につ
いての発表に始った。この二題は高い水準で痛覚により
起こる運動反射，異常運動を解明されたもので，その仕
事の価値のみならず，臨床的な底痛の処理，診断の上に
示唆の多いものであった。
臨床医学上，底痛を主訴とする患者はきわめて多い。
ことに非識別性の解明と処置は現在解決すべき難問題で
ある。整形外科立岩氏は臨床家がよく遭遇し，かっ取
扱いに因る腰痛症をとり上げられた。これは鈴木教授
の“椎間板症"の発痛機序を多数の症例からの研究がの
べられたが，現在疹痛の問題の焦点、である発痛物質，知
覚闘値の研究におよび興味あるものであった。また多数
の手術的処置が良い成績をおさめていることに感心させ
られた。歯口科佐藤氏はこの領域の底痛特に顎関節症は
その特性から関節機能を考慮した処置の重要性を強調さ
れ，また三叉神経痛の治療について述べられ，耳鼻科戸
川氏は鼻性悲痛につき疹痛の発生機序，疹痛の特性，こ
とに関連痛の診断上の意義を明らかにされ治療に言及
された。これらは臨床各科領域で底痛に対し専門的な診
断，処置を要することを教えられた。
広痛はその診断上の意義を別にすると患者の不幸な症
状であり，ことにこれが治癒し難い疾患に基づく時は医
般
療上の対照として重視せねばならない。麻酔科米沢は癌
性難治性、広痛の処置としての PainClinicのあり方の
一部としての局所麻酔剤，神経破壊剤による一時的，半
永久的神経Blockの成績とこれに伴う諸問題を述べ，
第二外科山浦氏は 6例のコ Jレドトミーの優れた成績を示
された。これら難治性底痛の処置には，精神的障害，運
動障害，広痛外の感覚の欠損を伴なわぬことが理想であ
り多くの困難が横臥している。最後に小児科数馬氏は小
児のいわゆる騎痢痛を中心とし，消化器系の機能的，器
質的障害の頻度とともに精神心理学的な関連性を述べら
れ，このテーマに関する氏の対談のテープ録音を披露さ
れた。小児患者の主訴としての底痛の複雑性を感じさせ
られた。
以上質疑，応答が活発に行なわれ二時間を超過した。
疹痛は医療の多方面に広範囲に関係する問題で収拾が
つかぬのでないかとの心配もあったが，基礎的問題から
臨床上の診断処置のあり方など最高の水準が示され，一
貫してまとまったものが把握され聴衆の期待を満たし得
たことは，シンポジウムとして一応成功した。
悲痛に関する諸問題の解明には，生理学，生化学，薬
理学，解剖学などの基礎的研究と臨床各科のこれに対す
る関心と処置上の努力との集積が必要であり，今後もこ
のようなテーマのもとに論議されることは意義深いもの
であるとの感じをうけた。
口 演
(座長:小林龍男教授〉
20. DOPA-，5・HTPtransaminaseの家兎脳内分布につ
いて
仙波恒雄(千葉大脳機能研究施設) 
dopamineを生成する DOPA脱炭酸酵素および 5-
HTを生成する 5・HTP(5-hydroxy tryptophan)脱
炭酸酵素は脳内活性は高く，生成されるアミンは生物
学的活性をもっゆえに重視される。一方 DOPAのア
ミノ基転移反応により生成される DHPP (3，4-dihyd-
roxyphenylpyruvic acid)が dopamine，N Aの前駆
体となることが実証され(1965，Gay)，DOP A trans-
aminase はカテコー Jレアミン代謝に関与する。 また， 
5-HTP transaminaseは，インドールアミン代謝に関
与して重要と考えられるが両酵素の知見に乏しい。
実験方法:家兎を断頭し， 全脳をとり出し， Sawyer 
の図にしたがい，各部位にわけ， 0.05 % Triton X-100 
を含む 0.02M phosphate bufferを用いて， 1096 ho-
mogenateを作製し， freezing and thawingをおこな
い 3，000r.p.m.，30分遠沈し，上清を酵素標本とした。
この操作で latentactivityは 95%遊離する。測定法
は Lin，Pitt，Civen & Knox (1958) らの方法にした
がっfこ。
結果および考察:両酵素の分布は，脳各部位で一様で
はない。 DOPA transaminase活性は各部位で， 5-HTP 
transaminaseよりも高い，特に海馬角，尾状核，橋，
延髄で有意に高い。 5-HTPtransaminase活性は，視
床，中脳，橋で有意に高く，両酵素は皮質で最も低い活
性を示す。
すでに invitroにて DOPA transaminaseは 5-HT
にて阻害されることを報告したが， 5-HTの分布の高い
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現床下部，中脳で DOPA transaminase活性は低く，
逆に 5-HTlevelの低い海馬角，橋，延髄では同酵
素活性が著しく高い活性を示したことから 5-HTが 
DOP A transaminase levelを調節するのではないかと
考えられる。両酵素と対応する脱炭酸酵素と比較すると
両酵素は各部位において，脱炭酸酵素活性よりも高い分
布を示す(ただし脱炭酸酵素活性の最も高い尾状核にお
いては， ほぼ同様の活性を示す〉。中枢神経系において 
transaminationがアミン代謝に重要な役割をもっと考
えられる。 
21. Shivering tremorについて

石川行一(千葉大一生理〉
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いわゆる tremorの構成と発生の機序には，機械的
因子と Sensoryinflow，上位中枢からの下行性の影響
とが複雑にからみあっているが，それを解明していくた
めに，実験的再現性と誘発性のたやすさから， Cold 
responseである Shiveringtremorをえらび，猫およ
び人聞を使い実験考察を加えた。すなわち Shivering 
tremorについて何がその比較的正確で再現性の高い律
動性と motionを規定しているか。筋肉の律動的収縮
による sensoryinflowがどのように関与しているか。
さらに fusimotorsystemがそれをどのように変化づ、
けるか。反射はどうなっているか。機械的な特性はどう
か。さらに上位中枢はどのような影響を上記の諸因子に
与えているか等の問題を中心として，討論と考察を加え
る。 
22. 乳頭体形成不全をともなうー側大脳半球萎縮例
川村光毅，劉浩志，山田益子
(千葉大第三解剖)
われわれは脳の実習材料のなかに左側大脳半球が著し
く萎縮し，同時に同側の乳頭体に形成不全があるものを
見いだした。脳重は 940gで65才の女性のものであ
る。パーJレ・カ Jレミン染色およびクリューブラ{染色等
の連続標本を作製して大略以下の所見を得た。
1.左側のクモ膜は後頭極附近と底面を除き著しく肥
厚，潤濁。 
2.交叉性の小脳萎縮を軽度合併。 
3.左側乳体の神経細胞は著明に消失。 
4.左側海馬，歯状回，帯状回，側頭回， 下前頭固な
どに神経細胞の脱落と神経謬の増殖。 
5.視床における病変は，前核群(特に AV核)，外
側核群の背側核亜群 (LP核， LD核)， 内側核群(特
に MD核)の順に強い。しかし正中線核群および髄板
内核群は神経細胞がよく保たれている。
また最近われわれは，知能低下，情動障害，てんかん
発作などの症状が認められた 32才の女性の脳を入手し
目下検索中であるが，肉眼的所見は上記の例とほとんど
変りなかった。 
23. 横隔膜神経発射とその機能的分類
道場信孝(千葉大第二内科)
安藤由起男(第一生理〉 
Chloralose-U rethane麻酔を行なったネコの横隔膜
神経(切断中枢端)の機能的単一線維について，気速曲
線との対比からその発射ノTターンを検討した。吸気の半
ばから吸気の終わりにかけて発射のでるものを I型，吸
気の始まりに一致して生じ，吸気の終わり，または，一部
呼気にかけて発射のでているものを I型，吸気の始まり
より，呼気の半ば以上にかけて発射の続くものを III型，
吸気と呼気の双方にわたって発射を生ずるが，特に，吸
気にその頻度を増すものを IV型と分類し， 自発呼吸に
おいて，尋常な呼吸状態，気道に抵抗の存する場合，お
よび，呼気反射における発射ノTターンの変化を比較し
た。
呼吸反射において， 1型のそれは著明な発射頻度の
増加を示し，最大発射頻度の標準偏差値は減少し，相性
と考えられ， II，III型のものはこの傾向が明らかでな
く，緊張性と考えられる。 IV型のものは， これらの操
作によって変動を示さない。一方，横隔膜筋支配につい
ても差が認められる。すなわち，横隔膜腰部は， 1型，
肋骨部および，胸骨部は I型(I型)の神経線維によっ
て支配されると思われる。 
24. 腹窓法による GABA誘導体の腸管作用の検討
久我哲郎，村山 智，竹本道子，小林龍男
(千葉大薬理)
多くの利点をもちながら従来とかく等閑視されてき
た腹窓法を駆使して， N-Trimethyl GABA (Actin-
amine; M-GABAと略す〉の腸管作用研究の知見を，
主として映画により報告する。最近各分野でその薬理作
用が注目されている GABA誘導体の中で， Ester化さ
れたものにはコリン作動性作用がみられるが，とくに 
N-置換体である M-GABAにはその作用が著しい。こ
れを化学構造と薬理作用の面からみれば， このものはと
りもなおさず Achの“ ReversedCarboxyl" Analogue 
にほかならない。したがって， M-GABAのコリン作動
